
能代高校同窓会 ・会報    平 成22年 12月 1日 第 22号

同
窓
会
員
の
皆
様

ヘ

同
窓
会
長
　
田

同
窓
会
員
の
皆
様
に
は

益
々
ご
健
勝
に
て
お
過
ご

し
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し

上
げ
ま
す
。
今
年

の
夏
は

記
録
的
猛
暑
で
し
た
が
、

と
り
わ
け
熱
く
燃
え
た
の

が
母
校
の
軟
式
野
球
部
の

全
国
優
勝
で
し
た
。

皆
様
に
は
選
手
及
び
応

援
団
が
心
お
き
な
く
活
躍

で
き
る
よ
う
募
金

に
応
じ

て
い
た
だ
き
、
そ
の
温
か

い
ご
協
力
に
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
お
か
げ
様
で
２８

年
ぶ
り
二
度
目
の
輝
か
し

い
金
字
塔
を
打
ち
立
て
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
松

陵
健
児
の
名
を
全
国
に
と

ど
ろ
か
せ
、
選
手
諸
君
か
ら
勇
気

と
誇
り
を
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
三
度
日
の
優
勝
の
女
神
が

笑
え
む
日
の
近

い
こ
と
を
願

い
、

学
校
と
同
窓
会
を
あ
げ
て
応
援
し

た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

ま
た
今
年
は
創
立
８５
周
年
に
あ

り
、
小
規
模
で
す
が
記
念
事
業
を

計
画
致
し
ま
し
た
。　
一
、
校
含
の

案
内
看
板

の
改
装
工
事
、
二
、
理

数
科
設
置
を
記
念
し
て
植
樹
し
た

「
ニ

ュ
ー
ト

ン
の
リ

ン
ゴ

の
本
」

の
生
育
不
良
の
た
め
土
壊
改
良
の

上
、
植
え
替
え
工
事
、
三
、
同
窓

会
員
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
貴
重
な
資

料
等
の
保
管
庫
の
購
入
、
の
三
件

で
す
。

９
月
１８
日
、
２２
年
度
の
同
窓
会

総
会
が
開
催
さ
れ
、
会
計
決
算
、
予
算

等

に
続
き
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

役
員
改
選

の
件
は
、
野
球
、
記
念
事
業

の
残
務

に
つ
い
て
現
役
員
が
遂
行
す

べ

き
と
す
る
選
考
委
員

の
意
見
に
よ
り
留

任
と
決
ま
り
ま
し
た
。
役
員

一
同
責
任

の
重
さ
を
痛
感
し
、
心
し
て
事

に
当
た

る

つ
も
り
で
す

の
で
、
引
き
続
き
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

大
変
喜
ば
し

い
報
告

で
す
。
皆
様
か

ら
納
入
願

っ
て
い
る
年
会
費

の
納
入
状

況
が
良
く
、
前
年
と
比

べ
て
大
幅
な
増

収
と
な
り
ま
し
た
。
同
窓
会
を
支
え
て

い
る
貴
重
な
財
源
で
あ
る
と

い
う
理
解

が
生
ん
だ
結
果
と
喜
ん
で
い
ま
す
。
今

後
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

祝 軟 式野球部 2度 目の全国制覇

中
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熱
き
思

い
に

_本

ナ:達
型行

感
謝
し
ま
す

山墜

同
窓
会
の
皆
様
に
は
、
平
素
よ
り
格
別

な
る
ご
配
慮
を
い
た
だ
き
、
心
よ
り
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。
と
り
わ
け
、
軟
式
野
球

部
の
企
同
大
会
出
場
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、

各
方
面
か
ら
多
大
な
ご
芳
志
と
ご
声
援
を

い
た
だ
き
、
選
手
を
は
じ
め
応
援
団
を
ベ

ス
ト
の
状
態
で
派
遣
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
△
／
回
の
２８
年
ぶ
り
二
度
目
の
金
回

制
覇
は
、
選
手
の
頑
張
り
は
も
ち
ろ
ん
で

す
が
、
選
手
を
励
ま
し
続
け
て
く
れ
た
応

援
団
の
存
在
、
そ
し
て
そ
れ
を
可
能
に
し

た
多
く
の
方
々
の
熱
き
思
い
の
賜
物
で
あ

り
、
重
ね
て
お
礼
中
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
今
年
は
、
本
校
が
大
正
１４
年
に
旧

制
能
代
中
学
と
し
て
開
学
し
て
か
ら
８５
年

日
に
あ
た
り
ま
す
。
学
校
と
し
て
の
記
念

行
事
は
計
――，ｉ
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

同
窓
会

の
持
様

の
ご
配
慮

に
よ
り
、
校

台
架
内
喬
板

の
修
理
や
理
数
科
設
置
卍

念

「
ニ
ュ
ー
ト
ン
の
本
」
の
植
え
常
え
、

学
校

の
歴
史
資
料

や
行
贈
物
管
理
用
キ

ャ
ビ
ネ

ッ
ト

の
整
備
な
ど
、
学
校
予
算

の
中

で
手
を

つ
け

に
く
か

っ
た
事
業

に

取
り
掛
か

っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ご

高
配

に
感
謝
す
る
と
と
も

に
、
雁
史
を

刻
ん
だ
資
料

や
文
物
を
保
存
し
、
伝
え

続
け
る
こ
と

の
難
し
さ
と
大
切
さ
を
痛

感
し
て
い
ま
す
。

さ
て
、
平
成
１９
年
度
か
ら
始
め
た
ウ
イ

ル

・
プ

ロ
ジ

エ
ク
ト
も
四
年
目
を
迎
え

て
い
ま
す
。
三
年
間
の
文
部
科
学
省

の

指
定
は
終
わ
り
ま
し
た
が
、
露
ダ
と
芯
を

有
む
」
基
本
方
針
は
変
え
ず
、
取
組
み

内
容
を
改
キ
し
な
が
ら
継
続
し
て
い
ま

す
。

こ
の
系
統
的
な

「
人
づ
く
り

の
」

の
取
組
み
は
、
こ
れ
か
ら
文
部
科
学
省

が
進
め
よ
う
と
し
て
い
る
キ

ャ
リ
ア
教

育
と
重
な
る
部
分
が
多
く
、
そ
の
先
進

事
例
と
し
て
全
回
的

に
泣
日
を
集
め
る

に
至

っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
こ
の
取

組
み
の
成
果
を
学
力
向
上
と
進
路
実
現

の
意
欲

に
結
び
付
け
て
い
き
た

い
と
考

え
て
い
ま
す
①
今
後
と
も
、
木
永

い
ご

支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎日時 平 成23年 1月 22日 (土)

講演会 午 後 5時 30分

講 師  西 方里見 氏 (40期 建築家)
0西 方設計代表取締役

演 題  住 宅と木造建築
〔EUの最先端と木都能代の底力〕

◎会場 能 代キャッスルホテル平安閣 (能代市元町)

電話 (0185)55-1111

◎会費 4,000円 (当日持参)

※当番幹事は40期・50期です。参加申し込みは各期幹事または同窓会事務局ヘ

連絡してください。   同 窓会事務局 電  話 (0185)54-2230

(能代高校内)FAX(0185)54-2231
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宕
昭
和

３９
年

４
月
、
縁

が
あ

っ

て
横
手
高
校
、
本
荘
高
校

の
勤

務

を
経

て
母
校

に
奉
職

し
た

。

卒
業
以
来

１３
年
ぶ
り

の
な

つ
か

し

い
樽

子
山

で
あ

っ
た
。
当
時

は
教
員
異
動

の
少
な

い
時
代

で

あ

り
、
ま
だ
多
く

の
恩
師

が
在

職
し
て
い
て
恩
恵
を
受
け
た
。

部
活
動
は
新
聞
部
、
硬
式
野

球
部
、
水
泳
同
好
会
、
弁
論
部

の
顧
間
を
勤
め
た
。　
一
番
長

い

の
は
昭
和

４０
年
４
月
よ
り
昭
和

５９
年
３
月
ま

で

（途
中

、
中
断

の
期
間
も
あ

っ
た
）

の
硬
式
野

球
部

で
、
主

に
副
部
長
職

で
あ

っ
た
。
山

田
久
志

・
大
沢
勉
両

氏

の
精
密

で
絶
妙
な

バ

ッ
テ
リ

ー
、
そ
し
て
高
松
直
志
氏

の
快

速
球
を
初
め

て
目

に
し
た
時

の

驚
き
、
数
多
く

の
す
ば
ら
し

い

部
員

一
人

一
人

の
思

い
出

は

つ

き
な
い
も
の
が
あ
る
。

学
級
担
任

は
第

二
学
年

か
ら

第
三
学
年
と

い
う

こ
と
が
多
く
、

ま
た
第

二
学
年
部
付

の
年
も
あ

り
、
修
学
旅
行
は
学
年
部
主
任
、

教
頭
と

い
う
年
も
あ

っ
て
割
合

と
多

く
行

か
せ

て
も

ら

っ
た

。

教
え

子

の
子
供

の
結
婚
式

に
も

招

か
れ
た
。
同
級
会
は
昭
和

４２

年

３
月
卒

業

の
三
年

Ｄ
組

が
、

サ

ン
デ
ー
会
と
称
し
て
今

で
も

続

い
て
い
る
。

校
務
分
掌
は
同
窓
会
と
Ｐ
Ｔ

Ａ
が
主
で
あ

っ
た
。
歴
代
校
長
、

同
窓
会
長
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
と
共

に
札
幌
、
東
京
、
徳
島
な
ど
多

く

の
総
会

・
大
会

に
出
か
け
た
。

能
代
高
校
で
致
鞭
を
と
ら
れ
た
先
生
方
に
当
時
の
思

い
出
を
綴
っ
て
い
た
だ
く

「恩
師
探
訪
」
の
コ
ー
ナ
ー
。

今
回
は
、
昭
和
３９
年
度
か
ら
５２
年
度
、
昭
和
５５
年
度

か
ら
６２
年
度
、
平
成
２
年
度
と
、
３
度
に
わ
た
つ
て
動
務

し
た
続
　
隆
先
生
に
筆
を
執
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

母
校
奉
職
に
感
謝
し
て

続

　

　

隆

先
生

（
二
十

一
期
）

同
窓
会
各
支
部

へ
の
出
席
、
地

区
Ｐ
Ｔ
Ａ
開
催

の
準
備
、
そ
し

て
十
里
強
歩

の
関
門
設
営

の
お

願

い
の
た
め

に
保
健
体
市
科

の

先
生
と

コ
ー

ス
の
要
所
要
所

の

保
護
者
た
ち
と

の
相
談
会

に
も

数
多
く
出
か
け
た
。

卒
業

ア
ル
バ
ム
は
第

二
次
世

界
大
戦
中

に
中
断

し
て

い
た
が

昭
和

４‐
年
度
教
職
員

・
生
徒

の

協
力
を
得
て
復
活
さ
せ
た
。

雁
代
校
長

に
二
人

の
英
語

の

校
長
が
お
り
、
そ

の
下

で
英
語

研
究
会
事
務
局
担
当
者
と
し
て

の
思

い
出
も
多

い
。
全
県

の
沢

山

の
英
語
教
師
と
知
り
合

っ
た
。

筑
波

（英
語
）
研
修

に
も
行

っ

て
き
た
。

樽
ｒ
山
か
ら
高
塙

へ
の
校
合
移

転
は
歴
史
的
大
事
業
で
あ

っ
た
。

創
立

記
念

事
業

は

４０
周
年

、

５０
周
年
、
６０
周
年
は
学
校
教
職

員
と
し
て
、
７０
周
年
、
８０
周
年

記
念
事
業
は
同
窓
会
役
賞
と
し

て
関
係
し
た
。

能
代
高
校

か
ら
他

の
高
校

ヘ

の
転
任

の
た
め

に
、
三
回

の
離

任
式
を
経
験

し
た

が
、
あ

る
年

の
三
回
目

の
離
任
式

の
挨
拶

で

「私
は
生
徒
時
代
を
含
ん
で
、
人

生

の
半
分
を
能
代
高
校

に
世
話

に
な
り
、
」
と
言

っ
た
途
端
、
急

に
日
頭
が
熱
く
な

り
、
絶
句
し

て
し
ま

っ
た
。

「ふ
る
さ
と

の
母

校

は
、
ま

こ
と

に
あ
り
が
た
き

か
な
」
と

い
う
思

い
で
人
生
を

過
ご
し
て
お
り
ま
す
３

同
窓
生
か
ら

能

中

１４
期

会

か

ら
寄

贈

７
月
１４
‐―
常
波
史

一
（１４
期
）さ

ん
が
校
長
年
を
訪
問
。
こ
れ
ま
で

同
期
会
で
積
み
立
て
て
い
た
会
費

の
残
金
８
万
円
余
を
同
窓
会
に
寄

贈
。
理
由
は
、

「会
員
も
少
な
く

な
り
、
飲
む
機
会
も
な
く
な

っ
た

の
で
同
窓
公

で
役
立

て
て
は
し

い
」
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

富
波
さ
ん
は
昭
和
４０
年
か
ら
４７

年
ま
で
本
校

に
勤
務
し
て
お
り
、

山
本
校
長
先
生
は
そ
の
当
時
の
生

徒
だ

っ
た
の
で
思
い
出
話
を
し
て

い
た
。

第

２‐
期
生

第
十
回
同
期
会
　
報
告

卒
業
６０
年
目
記
念
同
期
会
を
６

月
４
日
に
プ

ラ
ザ
部

に
て
開
催
、

参
加
者
は
３４
人

⌒に
前
に
欠
席
変

更
者
２
名
）
。
参
加
者
が
最
も
多
か

っ
た
の
は
第
二
ｉ」コー

（昭
和
５６
年

・

金
男
）
の
９０
人
、
４８
歳
位
に
て
元

気
叫
席
な
時
だ

っ
た
。
今
回
で
第

十
回
を
数
え
る
。
実
行
舞
員
会
は

３０
名
を
越
え
れ
ば
と

い
う
思
い
で

努
力
し
た
の
で
大
成
功
だ

っ
た
。

第
２‐
期
生
は
昭
和
２０
年
４
川
、

終
戦
の
年

に
ＩＨ
制
能
代
中
学
校
に

入
学
、
校
合
は
現
れ
の
能
代
市
庁

令
の
場
所

に
あ

っ
た
―――
浮
城
第

一

小
学
校
の
仮
校
令
で
あ

っ
た

（樽

子
山
の
校
合
は
昭
和
１９
年
２
月
焼

失
）
。
昭
和
２３
年
３
月
に
再
建
な

っ
た
樽
子
山
の
新
校
令
に
移
転
終

了
。
昭
和
２６
年
３
月
に
能
代
南
高

等
学
校
新
制
第
３
期
生
と
し
て
卒

業
し
た
。

戦
争
中

の
軍
国
主
義
教
育
、
そ

し
て
終
戦
時
の
混
乱
、
戦
後
の
民

主
主
義
教
育
と
ま
さ
に
波
瀾
万
丈

の
時
代
で
あ

っ
た
。
在
学
六
年
間

の
旧
制
中
学
校
、
併
設
中
学
校
、

新
制
高
等
学
校
を
経
験
し
た
の
で
、

同
期
生
の
絆
は
強
い
も
の
が
あ
り
、

い
ろ
い
ろ
な
思
い
出
と
共
に
第
２‐

期
生
は
深
く
結
ば
れ
て
い
る
。

第
十
回
に
し
て
初
め
て
同
期
会

に
参
加
し
た
人
も
お
り
、
曾
孫
の

話
を
す
る
人
も
お
り
、
同
期
会
に

参
加
す
る
喜
び
に
ひ
た

っ
た
。
首

都
圏
か
ら
の
参
加
者
た
ち
は
特
に

活
気
が
あ
り
、
今
回
も
元
気
を
も

ら

っ
た
。
毎
回
こ
れ
が
最
後
の
同

期
会
と
言

い
な
が
ら
、
次
回
は
二

昭和43年度 英語科教師 左から
清水新昌 口五十嵐研― ・伊藤鉄美 ・佐藤実 ・

続 隆 ・金田文昭 ・阿部銑一の先生方

冨波さんと山本校長
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能代高等学校21期生 (新制3期生)卒業60年目記念同期会 平成22年6月4日 勝 プラザ都

同窓会会計報告
平成2 1年 度分 (平成2 1年 9月 1日より平成2 2年 8月 3 1日 まで)

1 .経 常 ど1

収 人 の部

《差 引 残 高 》   収  入       支  出      差 引残高
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年
後
の
平
成
２４
年
に
内
定
し
た
。

（続
　
隆
　
記
）

６５
期
同
期
会
開
催

世
話
人
代
表
　
塚

本

尚

夫

平
成

２２
年

８

月

１４

口
能

代

市

の
シ

ャ
ト

ー
赤

坂

に
て
６５
期

生

の
同
期

会

を

６
年

ぶ
り

に
開
催

し
ま
し
た
。

今
年

の
初
め
に
準
備
を

ス
タ
ー

ー
ト
し
、
不
子
際
は
あ
り
ま
し
た

が
、
仲
間

の
ご
協
力
で
開
縦

に
こ

ぎ

つ
け
ま
し
た
。

「
――
は
学
年
■
任
だ

っ
た
高
橋

宏
先
生
、
荒
川
肇
先
生

（Ａ
組
担

任
）
、
銭
谷
雅
昭
先
生

（Ｃ
組
担
任
）
、

佐

々
木
雅
弘
先
生

（Ｆ
組
担
任
）

の
４
名
の
先
生
に
も
ご
参
加
頂
き
、

約
８０
名
の
仲
間
と
久
々
に
思
い
出

話
に
花
が
咲
き
ま
し
た
。
高
校
を

卒
業
し
て
、
進
学
や
就
職
先
は
皆

連

い
ま
す
が
、
今
回
ま
で
過
ご
し

て
き
た
話
を
聞
く
と
、
人
そ
れ
ぞ

れ
の
歴
史
が
あ
り
、
私
に
と

っ
て

は
刺
激
に
な
り
ま
し
た
。

時

が
過
ぎ

る
の
は
早
く
、
３

時
間

の
宴

は
大
盛
況

の
ま
ま
終

了
。
そ

の
後
２
次
会

・
３
次
会

と
行

っ
た

の
は
言
う
ま

で
も
あ

り
ま
せ
ん
。

次
回
開
催
に
関
し
て
は
、
「オ
リ

ン
ピ

ツ
ク
イ
ヤ
ー
」
開
催
と
い
う

事

に
な
り
ま
し
た
。
夏
と
冬
４
年

に
２
度
あ
る
の
で
、
タ
イ
ミ
ン
グ

を
兄
て
開
催
し
た

い
と
思

い
ま
す
。

能代高等学校6 5期 同期会

勝 シャトー赤坂  平 成2 2年3月1 4日

平成22年 3月 卒業生 進 陪状況一覧

生 徒  数
男 女 。十

123 104 227

大 学
国公立 54 40 94

私  大 47 38 85

短  大
□公立 1 0 1

私 大 0 6 6

専1多・各種学校 5 7 12

就 職 6 3 9

そ の 1也 10 10 20
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裏

旧
型
口亨
金
勇
見
学

同
窓
会
総
会
を
プ
ラ
ザ
都
で
開

催
す
る
よ
う
に
な

っ
て
今
年
で
３

年
目
。
今
年
は
開
会
前
に
旧
金
勇

の
見
学
会
を
実
施
。
解
説
を
旧
金

勇
の
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
活
動
を
し
て

い
る
大
高

一
成
氏

（２５
期
）
が
担

当
し
た
。

参
加
者
は
少
な
か

っ
た
が
、
大

高
氏
が
詳
し
く
解
説
。
数
年
前
に
、

旧
所
有
者

の
金
谷
孝
氏

（１７
期
）

か
ら
説
明
を
伺

っ
た
時
に
は
わ
か

ら
な
か

っ
た
昭
和
１２
年
建
築
当
時

の
本
材
界
の
様
子
、
当
時

の
技
術

学
校
図
書
館
内
に
同
窓
会
の
図
書

コ
ー
ナ
ー
が
設
置
さ
れ
た
こ
と
は
昨

年
の
『松
陵
』
２‐
号
で
お
知
ら
せ
し
ま

し
た
が
、
寄
贈
図
書
以
外
も
含
め

「先

輩
の
方
々
の
著
作
」
と
し
て
展
示
し
て 開

会
前
に
旧
轡
丁金
勇
見
学

の
高
さ
な
ど
も
わ
か

っ
た
。

天
然
秋
田
杉
に
囲
ま
れ
た
中
に

一
部
屋
だ
け
張
物
だ
け
で
作

っ
た

部
屋

（有
明
の
間
）
が
あ
る
こ
と

は
当
時
の
能
代
の
張
柾
技
術
の
素

晴
ら
し
さ
を
証
明
し
て
い
る
。

お
り
ま
す
。

書
名
は
、
昨
年
紹
介
し
た
山

田
久

志
氏

（
３７
期
）
の
「世
界

一
の
方
程
式
馬
プ

ロ
野
球
勝
負
強
さ
の
育
て
方
舌
３
０
０

勝
に
賭
け
る
サ
ブ
マ
リ
ン
岳
た
つ
た

一

人
の
か
け
引
き
』
以
外
に
、
野
中
和
郎

氏

（
２４
期
ゝ
任
運
騰
々
』
、
佐
藤
の
ぶ
き

氏

（
２５
期
ゝ
北
天
の
星
二
散
歩
道
で
』

『湖
が
燃
え
た
日
二

坐
地
』
、
武

田
功

氏

（
３３
期
ち

一
字
書
あ
そ
び
』
、
森
原
菜

一
著

『
ぼ
く
の
歌
星

ベ
ン
ネ
ー
ム
の
た

め
何
期
か
不
明
）
、
西
方
里
見
氏

（
４０
期
）

〓
外
断
熱
」
が
危
な
い
―
≧
、
山
本
タ
カ

ト
氏

（
４８
期
と
幻
色
の
ぞ
き
窓
』
、
佐
々

木
暁
氏

（
６６
期
ヽ
光
道
上
。

畠
山
和
夫
氏

（
１９
期
）
の
書
名
は
次

号
で
紹
介
し
ま
す
。

今
後
も
者
書
の
寄
憎
を
お
願
い
し
ま
す

軍

創
立
８５
周
年
事
業
承
認

総
会
に
は
７７
名
が
出
席
。
田
中

会
長
、
山
本
校
長
の
あ
い
さ

つ
の

後
、
軟
式
野
球
部
長
と
監
督
か
ら

全
国
軟
式
野
球
大
会
の
報
告
が
行

わ
れ
た
。
そ
の
後
議
事

に
入
り
、

会
計
決
算
、
予
算
、
創
立
８５
周
年

記
念
事
業
が
原
案
通
り
承
認
さ
れ

ま
し
た
。
記
念
事
業
の
内
容
は
次

の
３
件
、

一
、
国
道
入
日
に
設
置
さ
れ
て

い
る
校
舎
案
内
看
板
の
改

装
工
事

理
数
科
設
置
記
念
植
樹

「
ニ
ュ
ー
ト

ン
の
り
ん
ご

の
木
」
の
上
壌
改
良
、
植

え
替
え
、
再
生
工
事

同
窓
会
用
貴
重
品
保
管
庫

購
入
　
予
算
額
は
百
万
円

任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選
は

選
考
委
員
会
で
協
議
の
結
果
、
事

情
に
よ
り
退
任
を
申
し
出
て
い
た

監
査

の
大
坂
昇

一
氏

（
２３
期
）
と

副
会
長
の
工
藤
茂
宣
氏
（３０
期
）以

外
は
留
任
と
な
り
ま
し
た
。

韓
線
軟
式
野
球
部

全
国
大
会
優
勝
祝
賞
会
開
催

第
５５
会
全
国
高
等
学
校
軟
式
野

球
選
手
権
大
会
で
の
２８
年
ぶ
り
２

度
目
の
全
国
優
勝
を
記
念
す
る
祝

賀
会

が
１０
月
９
日

（土
）
午
後

５

同

窓

会

役

員

２

～
２３
年
度
）

顧
　
間
　
佐
々
木
　
　
　
満

（１５
期
）

△
ム
　
長
　
日
　
中
　
仁
　
純

（２５
期
）

副
会
長
　
浅
　
日
　
一累
　
美

（１７
期
）

″
　
　
続
　
　
　
　
　
隆

（２‐
期
）

″
　
　
柴
　
日
　
　
　
郁

（２４
期
）

〃
　
　
佐
　
藤
　
注
厄
　
嗣

（３０
期
）

″
　
　
白
日
　
山
　
良
　
子

（３０
期
）

″
　
　
山
　
日
　
孝
　
行

（３２
期
）

″
　
　
飯
　
坂
　
誠
　
悦

（３５
期
）

〃
　
　
柴
　
日
　
寛
　
彦

（ｙ
期
）

酵
ｍ　
査
　
塚
　
本
　
首
心
　
子

（４２
期
）

″
　
　
俺
　
日
　
俊
　
英

（４７
期
）

″
　
　
泉

　

　

牧
　
子

（４８
期
）

〈　
事
　
務
　
局
　
〉

総
務
部
　
松
　
谷
　
　
　
健

（３５
期
）

広
報
部
　
小
　
林
　
勝
　
平

（３３
期
）

財
務
部
　
一局
　
橋
　
　
　
宏

（３２
期
）

〈

校

内

幹

事

〉

総
務
部
　
革月
　
水
　
寛
　
敏

（４９
期
）

広
報
部
　
佐
々
木
　
　
　
幹

（５３
期
）

△
蚕
　
計
　
山
信
日
　
理
帆
子

″
　
　
伊
　
勢
　
本
不
結
子

時
半
か
ら
シ
ャ
イ
ン
プ
ラ
ザ
平
安

間
能
代
で
行
わ
れ
た
。

1階満月の間で長さ9mの
天丼板の説明

懇親会は 「校歌斉唱」で開始された。歌詞を
見ずに4番 まで歌いきる人が多数見られた

会費納入に御協力を !俸務同財務担当肩51喬[32則日])――――■

毎年、会費納入に御協力いただきありがとうございます。

特に昨年度は皆様の多大な御協力により、収支状況が大幅
に改善されました。事務局として大変心強 く思っています。
さて今回の 『松陵』にも紹介しておりますが、母校85周

年を記念しての事業を行うなど、支援事業も広がってきて
いるところです。

母校はいま軟式野球の全国優勝を機に文武両面で一層の

飛躍を期しています。同窓会としても母校発展を側面から

支えるため、財政状況の改善をさらに強化していきたいと

考えています。本年度も何卒よろしくお願い申し上げます。

第
鋤
訪
ダ
響

こ
の
た
び
第
１
期
生

（旧
制
中

学
）
の
卒
業
記
念
ア
ル
バ
ム
の
複

製
を
入
手
し
ま
し
た
。
数
年
前

に

第
４
期
生

の
卒
業
記
念
ア
ル
バ
ム

を
入
手
し
て
い
ま
す
。
旧
制
中
学

当
時
、
他

の
期

で
も
発
行
さ
れ
て

い
た
可
能
性
が
あ
り
ま
す

の
で
、

情
報
が
あ
り
ま
し
た
ら
同
窓
会
事

務
局
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
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第
５５
回
高
校
軟

式
野
球
選
手
権
大

会
が
８
月
２５
日
か

ら
３０
同
ま
で
兵
庫

県
明
有
市

の
明
石

公
園
野
球
場
を
主

会

場

に
開

催

さ

れ
、
北
東
北
代
表

と
し
て
‐４
年
ぶ
り

‐３
回
目
出
場
の
本

校
が
、
第
２７
回
大

会

（昭
和

５７
年

）

に
続
き
２
回
目
の

優
勝
を
成
し
遂
げ

た
。
全
国
大
会
で

の
優
勝
は
昭
和
５５

年
の
栃
本
国
体
優

勝
を
含
め
て
３
回

と
な

っ
た

。

初
戦
は
初
芝
富
日
林

（大
阪
代

表
）
と
対
戦
、
機
動
力
を
生
か
し

た
攻
め
で
２
対
０
と
快
勝
。
準
々

決
勝
は
羽
黒

（南
東
北
代
表

・
山

形
）
と
対
戦
、
中
盤
ま
で
の
劣
勢

を
終
盤
の
集
中
打
で
覆
す
劇
的
な

勝
利
で
飾

っ
た
。

準
決
勝
は
中
京

（東
海
代
表

・

岐
阜
）
と
対
戦
、
球
史
に
残
る
２

日
間
に
わ
た
る
熱
戦
だ

っ
た
。
１

日
目
は
両
校

一
歩
も
譲
ら
ぬ
投
手

戦
、
延
長
１５
回
、
③
対
①
の
ま
ま

翌
日

へ
の
継
続
試
含
と
な
り
、
２

回
目
は
延
長
１６
回
か
ら
再
開
、
再

開
早
々
１
死
二
、
三
塁
の
ピ
ン
チ

を
迎
え
た
が
、
１
人
で
投
げ
抜

い

て
き
た

エ
ー
ス
加
賀
谷
が
後
続
を

打
ち
取
り
、
能
代
は
１８
回
裏
に
３

本
の
安
打
で
緊
迫
し
た
試
合
に
終

止
符
を
う

っ
た
。

決
勝
戦
は
新
田

（四
国
代
表

・

愛
媛
）
と
対
戦
、
序
盤
に
奪
わ
れ

た
１
点
を
追
う
能
代
は
７
同
ま
で

ノ
ー
ヒ
ッ
ト
に
抑
え
ら
れ
て
い
た

が
、
８
回
に
同
点
と
し
、
最
終
回

に
は
２
死
か
ら
加
賀
谷
が
死
球
で

「羽

　

里
Ｔ
南
東
北

山
形
）

苗
圧
旧
ん
自
的
害
末
（商
部
九
州
鹿
児
島
一

回
寓
日
田
出

初
芝
富
田
林
矢
怪

中
，　
一泉
察
海
岐
曇

」津
方
〈
目
空
北
部
九
州
大
分
）

早
大
学
院
貧
こ

洲
本
実
貧
Ｅ

・上
回口
高
要
北
信
越
長
野
）

ヤ利
　
用
要
四
国
愛
媛
）

一情
せ
状
西
貿
南
関
東
神
奈
川
）

宙
【
　
両
Ｔ
東
中
国
岡
山
）

滝
川
西
（北
海
導

干
（
　

砲
安
近
畿

本
亦
良
）

作
Ｌ
揃
苫
子
障
撃
北
関
東
栃
木
）

広
島
な
ぎ
さ
〈膏
国
資
）

崖占の優勝

優勝旗を手にダイヤモンドを一周する選
手 たち (写真は北羽新報社提供)

腰
山
　
岳
大

堀
内
　
大
介

△
宮
田
　
寿
樹

加
賀
谷
　
至
０

金
谷
　
優
祐

０

相
原
　
史
遠

１２‐

斎
藤
　
　
大

働

山
崎
　
董
小平
０

伊
藤
　
洸
太

１３‐

工
藤
　
拓
功

働

大
本
　
一早
平
０

高
橋
　
恭
矢

０

阿
部
　
拓
郎

０

細
田
　
　
開
働

青
山
　
武
史

０

佐
藤
　
陽
介

働

今
西

　

望

働

部
　
員

部
　
員

部
　
員

部
　
員

部
　
員

部
　
員

部
　
員

部
　
員

部
　
口貝

部
　
員

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

・………軟式野球部全国大会 ………・

出場選手と部員一覧
◎

右中左遊三二一捕投監副部
控控控控控          部

翼堅翼撃塁塁塁手手督長長

控控

戸長田後金野大大大畠槽小大佐 伊 相
松谷村藤谷呂高高沢山森林塚藤 束 沢
川 香
結華 菜  一 男1真翔祐翔杏駿  健 祐
奈澄葵子翼真清平平希斗太平旭 将 斗
11 ) 1 2 ) ( 2 ) 1 3 ) 1 1 ) 1 1 ) 1 1 ) 1 1 1 ( 1 ) 1 2 1 ( 2 ) 1 2 ) ( 2 1 1 2 1  1 1 1 1 2 1

8月 31日 体育館で行われた報告会
選手紹介の様子

出
塁
、
佐
藤
が
右
中
間
を
破
る
三

塁
打
を
放
ち
サ
ヨ
ナ
ラ
ゲ
ー
ム
と

な
り
２
度
目
の
全
国
優
勝
を
果
た

し
た
。

応
援
は
初
戦
か
ら
駆
け
付
け
て

い
る
応
援
団
員
、
吹
奏
楽
部
員
、

希
望
生
徒
の
約
７０
名
と
選
手
の
父

母
、
そ
れ
に
近
畿
同
窓
会

の
同
窓

生
や
地
元
の
秋
田
県
人
会
の
方
々
。

整
然
と
し
た
応
援
が
好
評
だ

っ
た
。

国
体
出
場
は
平
成
７
年
の
福
島

国
体
以
来
１５
年
ぶ
り
。
全
国
選
手

権
大
会
に
出
場
し
た
９
校
と
開
催

地
の
千
葉
県
代
表
日
出
学
園
の
１０

校
が
出
場
し
た
。

能
代
は
１
回
戦
で
津
久
見

（大

分
）
と
対
戦
、

エ
ー
ス
加
賀
谷
が

被
安
打
１
の
好
投
を
み
せ
た
が
、

Ｏ
対
０
の
９
回
引
き
分
け
。
規
定

に
よ
り
抽
選
の
結
果
、
２
回
戦
進

出
は
な
ら
な
か

っ
た
。

軟
式
野
球
競
技
は
天
候
不
順
の

中
、
２
回
戦
ま
で
し
か
消
化
で
き

ず
、
勝
ち
残

っ
た
５
校
す
べ
て
が

優
勝
と
な

っ
た
。

感

　

謝軟
式
野
球
郡

監
督

（宮
日
　
寿
樹

第

５５
回
高
校
軟
式
野
球
選
手
権

大
会
、
千
葉
国
体
と
本
当
に
多
く
の

同
窓
生
の
方
々
に
球
場
ま

で
足
を

運
ん
で
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
こ

ざ
い
ま
し
た
。
ｂ
温
ま
る
応
援
は
、

選
手
だ
け
で
な
く
、
私
自
身
の
心
の

支
え
に
も
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
同

窓
生
の
営
様
の
こ
尽
力
に
よ
り
、
目

標
金
額
を
上
回
る
寄
付
金
を
い
た

だ
き
、
他
の
チ
ー
ム
よ
り
早
く
現
地

入
り
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
の
お
陰
で
、
十
分
な
調
整
が
で

き
今
回
の
全
国
制
覇
に
繋
が
つ
た
と

思
っ
て
い
ま
す
。
母
校
を
大
事
に
さ

れ
る
同
窓
生
の
方
々
に
日
ま
れ
、
物

心
両
面
に
亘
る
十
分
過
ぎ
る
ほ
ど

の
支
援
が
得
ら
れ
る
環
境
で
監
督

を
さ
せ
て
い
た
だ
け
て
い
る
こ
と

に
感
謝
を
し
て
い
ま
す
。
全
国
大
会

の
メ
ン
バ
ー
の
半
分
は
２
年
生
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、
更
な
る
精
進
を
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
（フ

後
も
変
わ
ら
ぬ
こ
支
援
の
程
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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平成2 2年 8月 1日{木】 断潟県阿賞野市

女子個人の部 優勝 12運爾1田代瑞菜 3年

準優勝    平 '||百1垂1年

十 学 校対抗 6位入賞

ARDF競 技が本校の伝統となるまで

Ａ
Ｒ
Ｄ
Ｆ
競
技
を

始
め
た
頃
の
思
い
出

元
顧
問
　
秋
林
孝
克

（３０
期
）

無
線
部
の
顧
門
に
な

り
部
宝
を
の
ぞ
く
と
無

線
機
数
台
が
整
然
と
並

ん
で
い
て
、
過
去
の
活

発
な
活
動
を
感

じ
た
。

し
か
し
、
残
念
な
こ
と

に
部
員
は
い
な

い
。

平
成

Ｈ
年
、
待
望

の
新
入
部

員
（男
子
３
名
、
女
子
２
名
）が
あ

り
、
活
動
の
開
始
で
あ
る
。

当
時
は

「
コ
ン
テ
ス
ト
」
と

呼

ば

れ

る

通

信

競

技

大

会

と

「Ａ
Ｒ
Ｄ
Ｆ
」
競
技
大
会
と
が
あ

っ
た
が
、
全
国
大
会

や
世
界
大

会

に
も

つ
な
が
る

「Ａ
Ｒ
Ｄ
Ｆ
」

を
活
動

の
中
心

に
決
め
た
。
そ

れ

に
は
専

用

の
発
信
機
と
受
信

機
を
必
要
と
す

る
が
、
本
校

に

は
備
わ

っ
て

い
な

い
。
他
校

か

ら
機
器
を
借
用
し
て
の
活
動

が

続

い
た
。

初
出
場

の
県
大
会

は
、
す

べ

て
暗
中
模
索

の
状
態

で
あ

っ
た

が
、
そ
れ

で
も

一
年
生

の
船
山

尚
志
君
が
入
賞
を
果
た
し
、
初

め

て
全
国
大
会

へ
出
場
す

る

こ

と
が

で
き
た
。
各
種
大
会

へ
の

出
場

に
よ

っ
て
強
化
す

べ
き
点

が
見

つ
か
り
、
平
成

１２
年

に
は

船
山
君
は
県
大
会
で
２
位
、
大
館

市
で
開
催
さ
れ
た
束
北
大
会
で
は

ジ

ュ
ニ
ア
の
部
で
つ
い
に
頂
点
を

極
め
た
。
前
年
に
続

い
て
の
全
国

大
会
出
場
で
あ
る
。

女
子
部
で
の
復
活
、
世
界
ヘ

前
顧
問
　
太
田
　
研

（５０
期
）

平
成
１４
年
４
月
か
ら
２
年
以
上

部
員
ゼ

ロ
の
状
態
が
続
き
、

「３

年
間
休
部
で
廃
部
」
の
校
内
規
定

適
用
が
目
前
に
迫

っ
て
い
た
。

そ
の
間
、
Ａ
Ｒ
Ｄ
Ｆ
の
魅
力
に

取
り
憑
か
れ
た
私
は
、
自
ら
選
手

と
し
て
大
会
に
参
加
し
、
こ
の
楽

し
さ
を
生
徒
に
伝
え
た

い
と
熱
望

す
る
よ
う
に
な

っ
て
い
た
。

平
成
１６
年
６
月
、
無
線
部
が
再

復
活
す
る
。
新
入
部
員
は
、
細
田

早
希
子

・
青
山
直
実

・
佐
藤
翔

子

・
清
水
美
貴

・
田
中
泰
代

・
平

川
彩
香

・
山
崎
真
奈

の
２
年
女

子
。
今
か
ら
で
も
部
活
動
に
打
ち

込
み
た
い
と
、
勇
気
を
持

っ
て
入

部
し
た
。

わ
ず
か
１
年
間
の
活
動
と
３
度

だ

け

の
大
会
参
加

で
７
名

は
引

退
、
平
成
１７
年
９
月
、

「先
輩

の

練
習
姿
を
見
て
興
味
を
持

っ
た
」

と
牧
野
緑

・
牧
野
友
花
が
入
部
し

た
。
一
一人
だ
け
で
無
線
部
を
守
り
、

平
成

１８
年

１０
月

の
全
日
本
大
会

で
、
二
人
と
も
見
事
入
賞
。
受
験

の
た
め
辞
退
し
た
が
、
翌
年
の
世

界
大
会
の
出
場
権
を
獲
得
し
た
。

先
輩
の
快
挙
は
、
平
成
１９
年
４

月
に
入
部
し
た
佐
藤
有
早

・
佐
々

木
詩
穂

に
引
き
継

が
れ
た
。
同

年

１０
月

の
全
日
本
大
会
を
経

て

平
成

２０
年

の
世
界
大
会

に
出
場

す

る
。
３
年
間
、
国
内
す

べ
て

の
大
会

で
か
た
く
な

に
こ
だ
わ

り
、
着

つ
づ
け
た
能
代
高
校
ジ

ャ
ー
ジ

が
韓
国

の
険

し

い
山
を

駆
け
め
ぐ

っ
た
。

Ｈ
２‐

．
２２
無
線
部
の
活
躍

顧
問
　
荒
川
正
明

（５３
期
）

平
成

２‐
年

７
月
、
全
国
高
等

学
校

Ａ
Ｒ
Ｄ
Ｆ
大
会
優
勝
、
同

年

１０
月
、
金
日
本

Ａ
Ｒ
Ｄ
Ｆ
競

技
大
会
準
優
勝
。
本
校
三
年
生
、

田
代
瑞
菓

の
成
績

で
あ

る
。

こ

れ

に
よ
り
、
２２
年

９
月

に
ク

ロ

ア
チ

ア
で
行
わ
れ

る
世
界
選
手

権

の
出
場
権
を
得
た
。
し
か
し
、

日
代

は
受

験
生

で
あ

る
た

め

、

出
場
を
辞
退
。
私

の
ク

ロ
ア
チ

ア
引
率
の
夢
は
断
た
れ
た
。

平
成

２２
年
７
月
、
全
国
高
等

学
校

Ａ
Ｒ
Ｄ
Ｆ
大
会
優
勝
。
田

代

は

二
連
覇
を
達
成

し
た
。　
一

年
生

の
活
躍
も
あ
り
、
男
女

の

区
別

の
な

い
学
校
対
抗

で
も
六

位
入
賞
と
健
闘
し
た
。
良
き
先

輩
や
、
良
き
友
で
あ
り
最
強
の
ラ

イ
バ
ル
で
も
あ
る
藤
田
舞
と
の
練

習
、
そ
し
て
新
入
部
員

へ
の
指
導
、

さ
ら
に
は
理
解
の
あ
る
保
護
者
の

協
力
等
々
、
周
囲
の
人
々
に
恵
ま

れ
、
着
実

に
実
力
を

つ
け
て
い
っ

た
結
果
で
あ
る
。

現
在
、
本
校
無
線
部

は
三
年

生

が
引
退

し

一
年
生

四
名

で
１０

月
２４
日

の
全
日
本
大
会

に
向

け

て
練
習

に
励
ん

で

い
る
。
今
年

四
位
入
賞
す

る
と
、
来
年

の
ア

ジ

ア

・
オ

セ
ア

ニ
ア
大
会

の
出

場
権
を
得
、
来
年

の
全
日
本
大

会

で
は
再
来
年

の
世
界
選
手
権

に
通
じ
る
。　
一
年
生
は
、
ま
だ

大
学
受
験

の
厳

し
さ
を
知
ら
な

い
た
め
か
、
彼
女
ら
が
三
年
生

の
と
き

の
世
界
大
会
が
セ

ル
ビ

ア

で
あ

る

こ
と
を
告

げ

る
と

、

日
を

そ

ろ
え

て

「
行

き
た

い
、

行
き
た

い
」
と
は
し

ゃ
い
で

い

た
。
私

の
セ
ル
ビ
ア
引
率

の
た

め

に
も
、
念
書
を
と

っ
て
お

こ

う
と
考
え
て
い
る

（笑
）
。

今年 8月 1日 、新潟県阿賀野市で開催

されたARDF(ア マチュア無線方向探索)
競技女子|□人の部て

｀
本校 3年 生日代瑞葉

さんが2連 覇を達成した。ARDFと はい
ったいどんな競技なのか、無緑部顧間の

荒川正明先生にlD3った。

少なくともl km×2 km以上の範囲の山野に、

発信機を51□設置し、2時 間以内に見つけ
ゴールする競技。受信機、地図、コンパス

を頼りに山野を駆け巡る、電波を使つた牙

りエンテーリングのようなもの。
地図にはスタートとゴール地点だけが

記されている。各発信機は順番に5分 お

きに 1分 間だけ電波 (モールス信号)を

発信する。知力、体力、運をフルに使い、

多い時は1 0km程も走り回ることになる。
競技は男女別、年麟別にクラス分けさ

れている。日本の高校では文化部に属し
ているが、どう考えても体育会系の競技
である。

平成20年 9月 世界大会 (韓国)

ARDF競 技大会の会場で
8月 1日 全国高校
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今
年
度
も
能
代
高
校
で
は
文
武
両
道
の
達

成
を
Ｈ
指
し
て
各
分
野
で
活
躍
し
ま
し
た
。

逆
動
部

・
文
化
部
の
活
動
状
況
の
概
略
を
ご

報
告
し
ま
す
。
　

　

（２２
年
１０
月
２４
日
現
在
）

冊
団
円
四
円
――
――
―‐
―‐
□

「体
操
部
」

男
子
個
人
総
合

２２‐
位
　
平
塚
喜
航

（２
年
）

２３９
位
　
田
中
宏
輝

（１
年
）

固
鳳
関
圏
日
――
――
―‐
□

「軟
式
野
球
部
」

一
回
戦
　
能
代
０
１
０
津
久
見

（抽
選
結
果
上
位
進
出
な
ら
ず
）

口
固
四
日
――
――
――
‐―
‐―
□

「軟
式
野
球
部
」

全
国
高
等
学
校
軟
式
野
球
選
手
権
大
会

一
回
戦
　
能
代
２
１
０
初
芝
富
田
林

二
回
戦
　
能
代
８
１
４
羽
黒

準
決
勝
　
能
代
１
１
０
中
京

（延
長
１８
回
）

決
　
勝
　
能
代
２
１
１
新
田

（２８
年
ぶ
り
２
回
目
の
優
勝
）

「文
芸
部
」

全
国
高
校
生
短
歌
大
会

予
選
リ
ー
グ

能
代
２
１
１
酒
田
東

能
代
３
１
１
飛
騨
神
岡

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

一
回
戦
　
能
代
２
１
１
三
池

二
回
戦
　
能
代
１
１
２
下
館
第

一

審
査
員
特
別
賞
受
賞

「無
線
部
」

全
国
高
等
学
校
Ａ
Ｒ
Ｄ
Ｆ
競
技
大
会

優
　
勝
　
田
代
瑞
葉

（３
年
Ｘ
２
連
覇
）

準
優
勝
　
平
川
百
佳

（１
年
）

全
日
本
ア
マ
チ

ュ
ア
無
線
方
向
探
索

（Ａ
Ｒ
Ｄ
Ｆ
）
競
技
大
会

路
メ
ガ

ヘ
ル
ツ
の
部

優
勝
　
佐
藤
初
記

（１
年
）

２
位
　
平
川
百
佳

（１
年
）

５
位
　
安
田
菊
恵

（１
年
）

‐４４
メ
ガ

ヘ
ル
ツ
の
部

優
勝
　
平
川
百
佳

（１
年
）

※
金
田
本

で
優
勝
は
初
。
来
年

の
ア
ジ
ア

・

オ
セ
ア
ニ
ア
大
会
出
場
権
を
得

る

５
位
　
安
田
菊
恵

（１
年
）

６
位
　
佐
藤
美
紗
都

（１
年
）

学
校
対
抗
　
３
位

　

（本
校
過
去
最
高
）

園
団
四
日
――
――
―十
日
日
□

「陸
上
競
技
部
」

女
子
走
高
跳
　
１０
位
　
常
原
史
実

（３
年
）

「水
泳
部
」

男
子
二
〇
Ｏ
Ｍ
個
人
メ
ド

レ
ー

出
場
　
佐
藤
裕
基

（１
年
）

男
子
四
〇
Ｏ
Ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー

出
場
　
佐
藤
裕
基

（１
年
）

男
子
二
〇
Ｏ
Ｍ
バ
タ

フ
ラ
イ

出
場
　
小
日
島
和
也

（２
年
）

男
子

一
〇
Ｏ
Ｍ
バ
タ

フ
ラ
イ

出
場
　
小
田
島
和
也

（２
年
）

女
子
四
〇
Ｏ
Ｍ
メ
ド

レ
ー
リ

レ
ー
出
場

女
子
二
〇
Ｏ
Ｍ
個
人
メ
ド

レ
ー

出
場
　
渡
部
　
愛

（３
年
）

女
子
四
〇
Ｏ
Ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー

出
場
　
渡
部
　
愛

（３
年
）

女
子
八
〇
Ｏ
Ｍ
自
由
形

出
場
　
杉
沢
麻
美

（２
年
）

女
子
四
〇
Ｏ
Ｍ
自
由
形

出
場
　
杉
沢
麻
美

（２
年
）

「柔
道
部
」

男
子
９０
燈
級

２
回
戦
進
出
　
近
藤
優
介

（３
年
）

「体
操
部
」

男
子
個
人
総
合

３５
位
　
平
塚
喜
航

（２
年
）

４３
位
　
田
中
宏
輝

（１
年
）

「空
手
道
部
」

男
子
個
人
形

出
場
　
　
血
（齊
尊
偉

（１
年
）

「男
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
」

１
回
戦
　
工
藤
秀
平

・
信
太
将
志

⌒３
年
）組

佐
藤
優
人

・
工
藤
　
裕

⌒３
年
）組

「弁
論
部
」

デ
ィ
ベ
ー
ト
甲
子
園
東
北
地
区
予
選

一
回
戦
　
能
代
３
１
０
東
海
大
山
形

二
回
戦
　
能
代
１
１
２
東
北
学
院

三
回
戦
　
能
代
１
１
２
大
鮮
同
際
情
報
学
院

（第
４
位
）

「陸
上
競
技
部
」

女
子
走
高
跳

３
位
　
菅
原
真
実

（３
年
）

「水
泳
部
」

男
子
二
①
Ｏ
Ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー

４
位
　
佐
藤
裕
基

（１
年
）

男
子
四
①
Ｏ
Ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー

６
位
　
佐
藤
裕
基

（１
年
）

男
′ｒ
一
．Ｏ
Ｏ
Ｍ

ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ

５
位
　
小
日
島
和
也

（２
年
）

男
ｒ

一
〇
〇
Ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ

６
位
　
小
田
島
和
也

（２
年
）

男
子
　
五
Ｏ
Ｍ
自
由
形

‐５
位
　
塚
本
健
佑

（３
年
）

男
ｒ

一
〇
Ｏ
Ｍ
自
由
形

‐５
位
　
塚
本
健
佑

（３
年
）

女
子
四
〇
Ｏ
Ｍ
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー

８
位

女
子
四
①
Ｏ
Ｍ
リ
レ
ー

９
位

女
子
二
Ｏ
①
Ｍ
個
人
メ
ド

レ
ー

４
位
　
渡
部
　
愛

（３
年
）

女
子
円
①
Ｏ
Ｍ
個
人
メ
ド

レ
ー

３
位
　
渡
部
　
愛

（３
年
）

９
位
　
芹
田
活
性

（１
年
）

女
子

一
〇
Ｏ
Ｍ
白
山
形

‐８
位
　
武
田
花
菜

（３
年
）

女
子
八
〇
Ｏ
Ｍ
白
山
形

４
位
　
杉
沢
麻
美

（２
年
）

８
位
　
芹
田
清
佳

（１
年
）

女
子
五
Ｏ
Ｍ
自
由
形

‐５
位
　
武
田
花
茉

（３
年
）

女
子
四
①
Ｏ
Ｍ
自
由
形

４
位
　
杉
沢
麻
美

（２
年
）

「サ
ツ
カ
ー
部
」

ベ
ス
ト
８

「柔
道
部
」

男
子
団
体
戦
　
第
３
位

男
子
個
人
６０
燈
級

ベ
ス
ト
‐６
　
伊
勢
貴
司

（３
年
）

ベ
ス
ト
８
　
安
宅
加
純

（２
年
）

男
子
個
人
６６
蛇
級

ベ
ス
ト
８
　
伊
藤
真
也

（３
年
）

男
子
個
人
８‐
ｋｇ
級

ベ
ス
ト
‐６
　
小
川
尚
也

（１
年
）

男
子
個
人
９０
ｋｇ
級

３
位
　
　
　
近
藤
優
介

（３
年
）

男
子
個
人
１００
燈
級

ベ
ス
ト
８
　
相
原
大
地

（３
年
）

〃
　
　
　
腰
山
隼
人

（２
年
）

〃
　
　
　
近
藤
大
地

⌒１
年
）

「山
岳
部
」

男
子
　
第
５
位
　
　
女
子
　
出
場

「体
操
部
」

男
子
個
人
総
合

１
位
　
平
塚
喜
航

（２
年
）

２
位
　
田
中
宏
輝

（１
年
）

「剣
道
部
」

男
子
団
体
　
ベ
ス
ト
８

優
秀
選
手
賞
　
笠
井
祐
樹

⌒３
年
）

男
子
個
人

ベ
ス
ト
‐６
　
生
立
井
祐
樹

（３
年
）

女
子
団
体
　
予
選
リ
ー
グ
　
出
場

「空
手
道
部
」

男
子
団
体
組
手
　
第
３
位

男
ｒ
個
人
形

３
位
　
舶
（打
尊
偉

（１
年
）

男
子
個
人
組
手

５
位
　
野
村
大
智

（３
年
）

５
位
　
渡
辺
　
卵

（３
年
）

女
ｒ
団
体
組
手
　
第
４
位

女
ｒ
個
人
形

５
位
　
櫻
田
美
古
都

（３
年
）

女
子
個
人
組
手

５
位
　
田
中
世
奈

（３
年
）

「卓
球
部
」

男
子
団
体
　
３
回
戦
出
場

男
子
ダ
ブ
ル
ス
２
回
戦
出
場

見
立
屋
駿
介

・
飯
坂
祐
哉

（３
年
）
組

男
子
シ
ン
グ
ル

２
回
戦
　
見
立
屋
駿
介

（３
年
）

女
子
団
体
　
出
場

女
子
ダ
ブ
ル
ス

出
場
　
伊
藤
　
」空
３
年
▼

渡
辺
悠
花
⌒２
年
）組

女
子
シ
ン
グ
ル

４
回
戦
出
場
　
伊
藤
　
と退

（３
年
）

「男
子
バ
ス
ケ

ツ
ト
ボ
ー
ル
部
」

ベ
ス
ト
‐６

「女
子
バ
ス
ケ
ツ
ト
ボ
ー
ル
部
」

ベ
ス
ト
８

「男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
」

１
回
戦
　
出
場

「女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
」

２
回
戦
　
出
場

「男
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
」

団
体
戦
　
ベ
ス
ト
８

個
人
戦
ベ
ス
ト
８

工
藤
秀
平

・
信
太
将
志

（３
年
）
組

１０
位佐
藤
優
人

・
工
藤
　
裕

（３
年
）
組

「女
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
」

団
体
戦
　
ベ
ス
ト
８

個
人
戦
ベ
ス
ト
３２
　
安
藤
光
理
］
渡
邊
　
唯
⌒３
年
）組

「田
碁

・
将
棋
部
」

全
国
高
等
学
校
将
棋
選
手
権
大
会
秋
田
県

予
選
抽
選
会

団
体
戦
　
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
進
出

能
代
Ａ

〈
７
井
陽
等

（３
年
）
、
千
羽

克
征

（２
年
）
、
吉
田
昇
修

（１
年
）

能
代
Ｂ
　
渡
退
大
輔

（３
年
）
、
神
馬

光
健

（２
年
）
、
近
藤
健
太

（１
年
）

個
人
戦
ベ
ス
ト
‐６
　
千
羽
克
征

（２
年
）

全
国
高
校
囲
碁
選
手
権
秋
田
大
会

男
子
個
人
戦
　
出
場

高
杉
　
峻

（２
年
）
、
笠
井
瀕
太

（２
年
）

「無
緑
部
」

秋
田
県
高
校
Ａ
Ｒ
Ｄ
Ｆ
春
季
大
会

女
子
団
体
　
優
勝

女
子
個
人
　
優
勝
　
平
川
百
住

（１
年
）

２
位
　
藤
田
　
舞

（３
年
）

秋
田
県
高
校
Ａ
Ｒ
Ｄ
Ｆ
大
会

女
子
個
人
　
優
勝
　
田
代
瑞
葉

（３
年
）

２
位
　
藤
出
　
舞

（３
年
）

３
位
　
平
川
百
住

（１
年
）

「写
真
部
」

秋
田
県
高
等
学
校
写
真
連
盟
展

人
選
　
出
村
真
実

（３
年
）

「放
送
部
」

秋
田
県
高
等
学
校
放
送

コ
ン
テ
ス
ト

優
秀
賞
　
創
作
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
部
門

「書
道
部
」

全
県
席
書
大
会

一
等
　
一向
橋
佳
穂

（２
年
）

二
等
　
安
部
友
恵

（２
年
）
、
中
嶋
利
奈

（２
年
）
、
小
林
今
雨
子

（２
年
）
、

大
塚
将
太

（２
年
）
、
佐
々
木
華

子

（１
年
）
、
高
橋
未
来

（１
年
）

二
等
　
編
司
弥
生

（２
年
）
、
金
澤
夏
海

（２
年
）、
今
井
　
恵

（１
年
）
、
近

藤
奈
々
瀬

（１
年
）
、
山
崎
　
睦

（１
年
）

「吹
奏
楽
部
」

秋
田
県
大
会
　
銀
賞

圃
圏
冊
日
目
園
倒
――
――
□

「軟
式
野
球
部
」

春
季
全
県
大
会

準
決
勝
　
能
代
７
１
０
秋
田
工
業

（７
回

コ
ー
ル
ド
）

決
　
勝
　
能
代
０
１
５
秋
田
商
業

全
国
高
等
学
校
軟
式
野
球

選
手
権
大
会
秋
田
大
会

代
表
決
定
戦
　
能
代
８
１
０
秋
田

（７
回
コ
ー
ル
ド
）

全
国
高
等
学
校
軟
式
野
球
選
手
権

北
東
北
大
会

１
回
戦
　
能
代
４
１
〇

一
関
第

一

決
　
勝
　
能
代
１３
‐
‐
弘
前
工
業

「硬
式
野
球
部
」

春
季
県
大
会

２
回
戦
　
能
代
０
１
１
横
手

全
国
高
等
学
校
野
球
選
手
権
秋
田
大
会

１
回
戦
　
能
代
１４
‐
０
雄
勝

２
回
戦
　
能
代
１
１
８
横
手

秋
季
全
県
大
会

２
回
戦
　
能
代
７
１
０
大
曲
農
業

３
回
戦
　
能
代
３
１
１０
大
館
鳳
鳴
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tタだ

四
度
の
校
歌
斉
唱

・
大
感
激
！

「そ
の
か
み
は
る
か
域
間
く
」

近
畿
同
窓
会
　
世
話
役

平
　
川
　
　
　
長

（二
十
九
期
）

今
年
の
全
国
高
等
学
校
軟
式
野

球
選
手
権
大
会
で
の
母
校

の
優
勝

は
近
畿

に
住
む
同
窓
生
と
し
て
誠

に
喜
ば
し
く
、
野
球
部
の
皆
さ
ん

に
有
難
う
と
言
い
た

い
。
そ
し
て

応
援
同

・
ご
父
兄
の
皆
様
に
も
。

開
幕
の
前
に
秋
田
県
人
会
に
よ

る
激
励
会
が
あ
り

「明
石
球
場
に

は
二
十
八
年
前
の
優
勝
の
記
念
植

樹
が
あ
る
。
今
年
は
も
う

一
本
増

や
し
て
欲
し
い
」
と
プ

レ
ッ
シ
ャ

ー
に
な
る
事
を
言

っ
た
が
、
現
実

の
も
の
と
な
り
驚
い
て
い
る
。

同
窓
会
近
畿
支
部

の
伸
問
も

各
々
用
事
が
あ
り
毎
日
出
動
と
は

な
ら
な
か

っ
た
が
、
ス
タ
ン
ド
は

連
日
大

い
に
盛
り
上
が
り
、
そ
の

場
か
ら
携
帯
で
超
速
報
を
報
告
し

な
が
ら
、
次
の
日
の
参
加
ヤ
を
集

め
る
な
ど
、
日
を
追
う
ご
と
に
応

援
も
大
い
に
加
熱
し
た
夏
で
し
た
。

そ
れ
に
し
て
も
、
厳
し
い
試
含

の
連
続
で
、
野
球
部
は
勿
論
、
応

援
団
や
ご
父
兄
の
方
々
も

ハ
ラ
ハ

ラ
の
毎
日
で
あ

っ
た
と
思
う
。
特

に
準
決
勝
の
サ
ス
ペ
ン
デ
ツ
ド
ゲ

ー
ム
、
決
勝
で
も
毎
同
、
出
塁
を

許
し
な
が
ら
も
抑
え
き

っ
た
投
手

の
頑
張
り
、
最
後
の
爽
快
な
逆
転

劇
に
は
、
た
だ
敬
服
す
る
ば
か
り
。

勝
利
の
興
奮
の
中
で
ス
タ
ン
ド

で
歌

っ
た
校
歌
の
余
韻
と
、
炎
天

下
で
ウ

エ
ル
ダ
ン

（黒
こ
げ
）
状

態
に
な

っ
た
同
窓

の
面
々
の
顔
が

今
年
の
猛
署
の
嬉
し
い
置
き
上
産

と
な

っ
た
。

◆
　
　
　
◆

「横
町
幕
に
思
い
を
込
め
て

～
回
体
応
援
北
」

東
京
同
窓
会

〓
一　

浦

　
　
　
洋

⌒四
十
五
期
）

な
り
、
大

い
に
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。
中
に
は
明
石
ま
で
足
を
運
ん

だ
方
も
い
た
次
第
で
す
。

全
回
制
覇
の
余
韻
を
引
き
ず
り

な
が
ら
、
９
月
２６
日
千
葉
団
体
で

の
試
含
の
応
援
に
東
京
同
窓
会
有

志
１５
名
が
急
遷
横
断
幕
を
用
意
し

て
駆
け
つ
け
ま
し
た
。

「奮

へ
松
陵
健
児
」
と
書
か
れ
た

校
章
入
り

の
縦

一

・
二
米
、
横

三

・
六
米
の
真
新
し
い
横
断
幕
を

ス
タ
ン
ド
に
掲
げ
て
応
援
に
臨
み

ま
し
た
が
、
試
含
中
も
続
々
と
同

窓
生
が
駆
け
つ
け
、
「よ
お
、
久
し

振
り
」
と
、
あ
ち
こ
ち
で
再
会
の

声
も
聞
か
れ
ま
し
た
。
試
含
は
抽

選
負
け
の
残
念
な
結
果
に
終
わ
り

ま
し
た
が
、
応
援
に
駆
け
付
け
た

誰
し
も
が
母
校
を
応
援
す
る
機
会

に
立
ち
会
え
た
こ
と
を
誇
り
に
思

っ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
球
場

を
出
る
と
同
窓
生
の
数
は
三
十
名

以
上
に
膨
れ
上
が

っ
て
お
り
、
全

員
で
校
歌
を
合
唱
し
、
選
手
達
に

エ
ー
ル
を
送

っ
て
解
散
し
ま
し
た
。

⌒詳
細
は
東
京
同
窓
公
ブ
ロ
グ
を
兄
て
く
だ
さ
い
）

目 は
司 束 こ
ブ 京 の
口 同 夏
グ 窓 のL会
軟

を の 式
通 会 野
じ 員 球
て 間 部
話 で の

横断幕は一口千円X34名 の寄付金で作 題 も 活
成しました。次の出番を待つています。 に 連 躍

Ｏ
Ｏ

後
記

今
回
は
記
事

の
ほ
と
ん
ど
を
Ｅ

メ
ー
ル
で
人
手

で
き
た
の
で
、
入

力

の
持
労
を
せ
ず

に
作
成
出
来
ま

し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

〈中
務
局
広
報
担
】

小
林
（３３
川
》
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札幌| l f中りt i天尚4条l l H 6  J｀「1 1 1 - 2
令「|ビル7 F
( 1 オミ)」i行) Fスノーイーターズ内

大fll 政 故
事協局とこ 011-272-3540

Fax0 1 1-272-3550
竹 地  兄

近 織 |「可窓 公 655-0002 兵1車県神,「市帆水1天小束||15」
‐
日6-7 ヽ

|
078-794-0998
F a x  t t E [ i 岳と同じ

|||

市 森 支 問̀ 030-0966 市森市花図1-27-18 原 川
017-742-5061
faxO1 7-744-6150

原  III 和  大

大 郎 支 部 017-0844 秋|||メlt大館|ljヤ新川「10 銀 二
0186-42-0221
F a x電言舌と同じ

山 本 lヽ 銀  ギ 1 4

八 竜 支 部 018-2401 秋卜H県 ||1木F耶工fff‖1湘川字ちヽ寝 ド67-1 岩谷  降
0185-85-2335
fax0 185-85-2104

4‐ 合    降

門 来 阿 仁 支 部 018-3322 秋「11県北秋111市li:IJf川「8-27 H ノ
0186-62-2731
fax0 186-62-2757

まもな く,央定

ツ )卜支 ‖̀ 018-3119 能代市ニツサト門j洋)卜58
rJ干
務九3 秋 林 俊 明 0185-73-2644 豊 i半  十  人

藤 !L‖「松 陵 公 018-3203 秋田県||1本‖̀藤11!町大沢
′
■鮒1の ド21-8 石田 洋 三 0185-79-1801 十1 ,r`

松 陵 i l !中i公 038-2202 if森,t lltl沖中上十‖̀深ilけ‖rTI‖け!・ェllx 1 0-3 ヒナF  I 0173-77-2012 L サ F     I

(与丘支剤̀と八徐支剤̀からは,連絡がありませんでした)


